
　
エ
コ
ー
マ
イ
ン
ド
株
式
会
社

（
村
田
和
俊
社
長
、
大
阪
市
）、
日
本
ノ
ー
ト
株
式
会
社
（
角
坂

靖
夫
社
長
、
東
京
都
）、
ぺ
ん

て
る
株
式
会
社（
和
田
優
社
長
、

東
京
都
）主
催
に
よ
る「
エ
コ
ー

学
納
懇
談
会
２
０
２
４
」
は
、

７
月
30
日
午
後
３
時
か
ら
天
満

橋
の
大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

で
開
催
し
た
。

　
懇
談
会
に
は
１
８
０
人
が
出

席
。
第
１
部

商
品
説
明

会
、
第
２
部

商
品
展
示
、

第
３
部
懇
親

宴
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で

構
成
し
た
。

　
は
じ
め
に

村
田
社
長

が
「
こ
の

３
、
４
年
を

振
り
返
る
と

ギ
ガ
ス
ク
ー

ル
が
進
ん
で

い
る
。
今
日
は
学
校
現
場
が
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
る
か
を

敏
感
に
感
じ
取
っ
て
い
る
販
売

店
が
出
席
し
て
い
る
。
我
々
は

文
具
事
務
用
品
を
扱
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
こ
と
を

や
っ
て
い
れ
ば
大
丈
夫
と
い
う

こ
と
は
な
い
。
当
社
は
学
習
塾

に
も
得
意
先
が
あ
る
が
、
学
習

塾
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し

て
い
る
。
先
生
や
生
徒
が
少
な

く
な
る
中
で
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

が
進
む
と
文
具
も
い
ら
な
く
な

る
。
学
校
現
場
で
も
低
学
年
に

は
文
字
を
書
か
せ
た
方
が
い

い
の
で
は
な
い
か
。
ヤ
フ
ー

ニ
ュ
ー
ス
が
中
学
生
の
読
解
力

が
落
ち
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
指
摘
し
て
い
た
が
、
デ
ジ
タ

ル
化
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
教

育
の
在
り
方
が
激
変
し
て
い

る
。
次
の
形
が
ど
う
落
ち
着
く

の
か
見
当
が
つ
か
な
い
が
、
ギ

ガ
周
り
、
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
関
連
、
今
ま
で
の
文

具
も
含
め
て
こ
の
後
説
明
が
あ

る
。
学
校
現
場
が
変
わ
っ
て
い

く
中
で
、
役
に
立
て
る
商
材
を

メ
ー
カ
ー
は
考
え
て
い
る
。
変

わ
り
ゆ
く
中
で
次
の
学
校
現
場

に
役
立
つ
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

に
つ
い
て
情
報
交
換
し
た
い
」

と
挨
拶
。

　
次
に
、ぺ
ん
て
る
株
式
会
社
・

八
巻
靖
浩
執
行
役
員
国
内
営
業

本
部
長
が
「
Ｄ
Ｘ
化
を
含
め
て

世
の
中
が
一
気
に
変
わ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
我
々
も
こ
の

中
で
今
ま
で
通
り
だ
と
、
う
ま

く
い
か
な
い
状
況
に
あ
り
、
商

売
を
し
て
い
る
人
は
そ
の
よ
う

に
感
じ
て
い
る
と
思
う
。
当
社

は
児
童
画
材
を
扱
っ
て
販
売
し

て
お
り
、
少
子
化
に
は
敏
感
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
以
前

か
ら
い
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
予

測
し
て
い
た
。
文
具
業
界
に
限

ら
ず
国
内
で
商
売
し
て
い
る
人

は
同
じ
状
況
で
は
な
い
か
。
こ

の
環
境
を
嘆
い
て
い
て
も
仕
方

が
な
い
。
以
前
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

が
食
肉
の
衛
生
安
全
で
逆
境
に

陥
っ
た
が
、
そ
の
時
に
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
を
Ｖ
字
回
復
さ
せ
た
人

が
、『
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
行
か

な
く
て
も
死
な
な
い
が
、
食
べ

て
ほ
し
い
と
い
う
必
要
な
も
の

に
変
え
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
』
と
話
し
て
い
た
。
我
々
も

こ
の
環
境
に
嘆
く
の
で
は
な

く
、
ど
の
よ
う
に
適
応
し
て
い

く
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
我
々
も

自
分
ひ
と
り
の
力
で
は
思
う
よ

う
に
い
か
な
い
の
も
事
実
。
こ

の
よ
う
な
会
を
き
っ
か
け
に
さ

せ
て
も
ら
っ
て
、製
品
の
品
質
、

用
途
、
使
い
方
な
ど
を
情
報
と

し
て
発
信
し
て
い
く
。
現
場
で

活
動
し
て
い
る
販
売
店
の
情
報

を
共
有
し
、
結
合
す
れ
ば
新
し

い
一
歩
が
見
つ
か
る
の
で
は
な

い
か
」
と
挨
拶
し
た
。

　
続
い
て
、
ぺ
ん
て
る
株
式
会

社
流
通
企
画
部
営
業
企
画
課
・

小
野
寺
康
弘
課
長
が
「
図
画
工

作
　
新
し
い
教
科
書
を
読
む
」、

日
本
ノ
ー
ト
株
式
会
社
・
松
本

竹
志
執
行
役
員
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
本
部
本
部
長
が
「
日
本
ノ
ー

ト
の
今
後
」
に
つ
い
て
講
演
し

た
。

　
こ
の
後
、
７
階
の
展
示
会
場

に
移
り
、
21
社
か
ら
学
校
納
品

向
け
の
各
種
商
品
を
展
示
し
、

来
場
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
第
３
部
の
懇
親
会
で
は
、
村

田
社
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、

コ
ー
ラ
ス
株
式
会
社
・
亀
谷
穣

取
締
役
副
社
長
兼
営
業
本
部
本

部
長
の
乾
杯
挨
拶
で
開
宴
し
、

情
報
交
換
も
交
え
な
が
ら
種
々

歓
談
し
た
。

　
大
阪
フ
ァ
イ
ル
・
バ
イ
ン

ダ
ー
協
会
（
西
川
雅
夫
会
長
）

の
第
18
回
夏
季
研
修
会
は
、
８

月
８
日
午
後
３
時
か
ら
大
阪
市

中
央
区
の
大
阪
文
健
会
館
で
開

催
し
た
。

　
当
日
は
50
名
が
出
席
、
大
阪

紙
製
品
工
業
会
・
寺
村
聖
一
専

務
理
事
の
司
会
で
進
め
、
は
じ

め
に
西
川
会
長
が
、
当
日
講
師

を
務
め
る
関
西
学
院
大
学
教

授
・
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
名
誉
教

授
・
一
般
財
団
法
人
大
阪
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｏ
Ｄ
Ｃ
）
の

石
原
俊
彦
理
事
長
を
紹
介
し
た

後
、
石
原
理
事
長
が
「
デ
ザ
イ

ン
と
経
営
の
融
合
～
フ
ァ
イ
リ

ン
グ
で
研
究
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

～
」
を
テ
ー
マ
に
、「
デ
ザ
イ

ン
思
考
と
い
う
考
え
方
は
企
業

経
営
そ
の
も
の
で
あ
り
、
ア
イ

デ
ア
や
ポ
リ
シ
ー
、
サ
ー
ビ
ス

は
デ
ザ
イ
ン
思
考
か
ら
湧
き
出

る
も
の
で
あ
る
。
人
に
寄
り

添
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
感
性
が

新
た
な
付
加
価
値
を
生
み
出
す

こ
と
で
企
業
経
営
に
通
ず
る
」

と
話
し
、
関
西
学
院
大
学
の
自

身
の
教
授
室
の
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

を
例
に
挙
げ
「
教
授
室
の
部
屋

の
内
部
写
真
な
ど
様
々
な
角
度

か
ら
整
理
整
頓
術
に
も
デ
ザ
イ

ン
思
考
を
意
識
し
て
い
る
」
と

解
説
し
た
。

　
質
疑
応
答
の
後
、
西
川
会
長

は
石
原
氏
に
「
近
い
将
来
、
生

成
Ａ
Ｉ
や
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に

よ
る
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
が
進
み
、

な
ん
の
書
類
が
部
屋
の
何
処
に

あ
る
か
を
デ
ジ
タ
ル
と
リ
ア
ル

の
両
面
か
ら
知
ら
せ
て
く
れ
る

か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
」
と

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
謝
辞
を
述

べ
閉
会
し
た
。

　
研
修
会
終
了
後
、「
湖
陽
樹
」

で
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ

れ
、
Ｌ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
　
Ｌ
Ａ
Ｂ
．

鎌
田
氏
の
挨
拶
で
終
了
し
た
。

　
セ
キ
セ
イ
株
式
会
社
（
西
川

智
也
社
長
、
大
阪
市
）
は
、
７

月
１
日
に
「
フ
ィ
ン
ダ
ッ
シ
ュ

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
ス
タ
ン
ド
」
２

千
冊
を
松
原
市
へ
寄
贈
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

ス
タ
ン
ド
は
、
松
原
市
の
市
庁

舎
や
公
共
施
設
で
活
用
さ
れ
て

　
大
阪
文
具
事
務
用
品
協
同
組

合
（
金
澤
利
治
理
事
長
）
は
、

８
月
２
日
に
京
セ
ラ
ド
ー
ム
大

阪
で
「
大
阪
文
協
野
球
観
戦
ビ

ア
パ
ー
テ
ィ
」
を
開
催
し
た
。

　
当
日
は
組
合
員
や
賛
助
会

員
な
ど
２
０
０
人
が
参
加
し
、

ビ
ー
ル
を
楽
し
み
な
が
ら
、
オ

リ
ッ
ク
ス
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
対
千

葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
試
合

を
観
戦
し
た
。

研
修
会
の
模
様

ビ
ー
ル
と
野
球
を
楽
し
む

　
既
報
の
よ
う
に
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
Ｅ
協
議
会
（
一
般
社
団
法
人

大
阪
文
具
工
業
連
盟
、
大
阪
紙

製
品
工
業
会
、
中
部
文
具
工
業

協
同
組
合
の
３
団
体
で
組
織
）

は
、
８
月
６
、
７
日
に
大
阪
市

中
央
区
の
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ

か
、
７
月
１
日
～
８
月
31
日
ま

で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し

た
、
文
具
・
紙
製
品
の
祭
典

「
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
２
０
２
４
」

の
最
終
結
果
を
ま
と
め
報
告
し

た
。

　
出
展
社
数
は
前
年
比
５
社
増

の
76
社
（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
み

２
社
）、
来
場
者
数
は
前
年
比

19
・
９
％
増
の
６
７
７
６
人
と

な
り
、
昨
年
を
超
え
る
猛
暑
の

中
に
あ
っ
て
来
場
者
数
を
伸
ば

し
た
。

　
内
訳
は
業
界
関
係
者
１
３
０

７
人
、
一
般
来
場
者
５
４
６
９

人
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
閲
覧
数
は
21
万

５
５
５
９
（
前
回
19
万
９
９
５

８
）。
公
式
Ｘ
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
数
は
36
万

３
２
２
６
（
前
回
16
万
４
７
２

４
）
と
前
年
比
倍
増
し
た
。

　
新
商
品
コ
ン
テ
ス
ト
「
文
紙

文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
大
賞
２
０
２

４
」
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
（
７
月
１
日

～
８
月
９
日
）
と
会
場
で
投
票

を
実
施
。
業
界
関
係
者
、
文
具

有
識
者
、
一
般
ユ
ー
ザ
ー
な
ど

５
５
６
０
票
を
集
め
、
グ
ラ
ン

プ
リ
、
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
を

選
出
し
、
別
表
の
通
り
決
定
し

た
。

グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
サ
ク
ラ

ク
レ
パ
ス
の
「
こ
ま
ご
ま
フ
ァ

イ
ル
」

機
能
性
部
門
の
最
優
秀
賞
に
輝

い
た
コ
ク
ヨ
の
「
洗
え
る
ハ
サ

ミ
（
サ
ク
サ
）」

デ
ザ
イ
ン
性
部
門
の
最
優
秀
賞

に
輝
い
た
コ
ク
ヨ
の
「
本
に
寄

り
添
う
文
鎮
」

挨
拶
す
る
村
田
社
長

展
示
会
で
商
品
研
究

い
る
。

松
原
市
へ
寄
贈
す
る
西
川
会
長

社     名 商  品  名

大阪府知事賞 株式会社サクラクレパス こまごまファイル

最優秀賞 大阪府ものづくり振興協会会長賞コクヨ株式会社 洗えるハサミ〈サクサ〉

優秀賞 文紙MESSE協議会賞 ナカバヤシ株式会社
コンパクトに折りたためる
電気ケトル 多機能

優秀賞 文紙MESSE協議会賞 ベロス株式会社
ぶらさがりにゃんこ
しおり定規

優秀賞 文紙MESSE協議会賞 オルファ株式会社 パッケル

最優秀賞 大阪デザインセンター理事長賞 コクヨ株式会社 本に寄り添う文鎮

優秀賞 文紙MESSE協議会賞 株式会社キングジム キングファイルクリップ

優秀賞 文紙MESSE協議会賞 クツワ株式会社
ふわもこあにまるず
防犯アラーム

グランプリ

機能性部門

デザイン性部門

日本文紙MESSE大賞2024西日本の専門店ネットワーク
オエステ会

 ■「集中耳栓　シリコンタイプケース付」（ソニッ
ク）

店舗掲示板
（お知らせ・イベント情報）

　学習用の集中耳栓。以前から学習用の耳栓への要
望があり、発売と同時に完売。
■「ＬＯＯＮＬＯＯＮのペンケース」（fabrequblic）
　シンプルでビンテージな筆箱。大切な高額筆記具
の収納・保管用として、中学生男子に圧倒的人気。
■「Ｓ 20シャープペンシル」（パイロット）
　木軸シャープペンシル。小学生高学年から高校生
男子に人気で、購入希望者が最多。
■「サラサクリップ３Ｃ」（ゼブラ）
　定評のあるサラサクリップの 3 色ジェルボールペ
ン。人気色はミストブルーとモスグリーン。
■「ジェットストリーム×カリモク４＆１」（三
菱鉛筆）
　ジェットストリームの多機能ペンとカリモク家具
がコラボ。名入れなどギフト需要が多い。
■「きまるねんど」( サクラクレパス）
　つくりたい形にしっかりきまる軽量紙粘土。夏休
みの実演販売では、子供だけでなく大人にも好評。
■「スタンドスティックマーカー」（マインドウェ
イブ）
 もふっとしたおしり・おなかが可愛い大人気のア
ニマルふせん。値段も手頃で購入しやすい。
 ■「ファインライター」（コクヨ）
　書き心地やインクの表現にまでこだわったペン。
試筆した人のほとんど欲しがる。とりわけ男性に人
気。

　◆デサキ都城店は今年２月２日にリニューアル
オープン。入口には季節のフルーツが並ぶマルシェ
をイメージしたカラフルなペンたちがお出迎えしま
す。日頃のご愛顧に感謝を込めて、お徳に買い物し
ていただける「ＤＥＳＡＫＩ３の日」（毎月３日・
13 日・23 日）を実施しています。

■「フローチューン」（ぺんてる）
　浮遊感のある書き心地の摩擦レスボールペン。試
筆した人の反応が良く、発売と同時に黒は完売。
■「Ｋｉｗａｍｉライティングマット下敷」（共栄
プラスチック）
　「書く」にこだわった文字を書きやすくする下敷。
Ａ４・Ｂ５サイズの売れ行きが好調。

デサキ都城店

デ
ザ
イ
ン
と
経
営
の
融
合

大
阪
Ｆ
・
Ｂ
協
会
が
夏
季
研
修
会

野
球
観
戦
と

ビ
ー
ル
を
堪
能

〇
…
大
阪
文
協

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

ス
タ
ン
ド
を
寄
贈

セ
キ
セ
イ
が
松
原
市
へ

ＳＮＳ閲覧が倍増
文紙MESSE2024

来場者数昨対20％増に

商
品
説
明
会
と
展
示
会

学
納
店
を
対
象
に
懇
談
会

エ
コ
ー

マ
イ
ン
ド

宮崎県都城市早鈴町１６４７－１

熱心に説明を聞く学納懇談会の会場


